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線環境システム優勢

日時: 7 月 2 日(水) 16:00-18:00 

場所:日科技連

出席者 3 名

発表:有水，分散エネルギー技術評価の方法

分散技術の評価は全システムの全操作費用の和として

分散システムからの利益を定義した.その際短期間で多

需要のもの，長期間で少需要のもの，およびそれらの中

間のものの 3 種に分けて管理するととを提言する.一種

のABC分析である.

1982 年 11 月号

番勝未来分析機

-第 2 回

経営コンサルタント研究部会およびリスクマネジメン

トシステム研究部会と共催で次のとおり実施した.

日時: 7 月 17 日(土) 13:30-17:00 

場所:東京都勤労福祉会館

議題:新素材の現状と将来一ーその社会システムにお

よほ.す影響，機械技術研究所材料工学部長 島村昭治

参会者:未来分析研究部会16名，経営コンサルタント部

会 9 名， リスクマネジメントシステム研究部会 1 名，

計26名

新素材が今後どのような発展を示すか，それによって

社会システムにどのようなインパクトがもたらされるか

といった点を中心にアプローチした.これはマイコ γ ，

パイオと並んで未来技術の重要な側面であるだけに示唆

に富む成果が得られた.
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場参OR/MS とシステム・マネジメント番多

・第 S 回 場所東京工業大学(長津田キャンパス)

日時 6 月 5 日(土) 13:00-16:00 出席者(1 5名)

議題:文献輪読“State of the Art of Implemenｭ

tation Research on Computer Based Information 

Systems" by Norbert Szyperski について根本委

員(青学大)の担当により輪読，検討が行なわれた.こ

の論文は state of the art というよりも， impleｭ

mentation problem の概念フレームを与えるのに有

用と L 、う意見が多かった.

・第 4 回 場所東京工業大学(長津田キャンパス)

日時: 7 月 3 日 13: 30-17: 30 出席者(35名)

議題岡村製作所におけるOAおよび経営システム

のマネジメント J

講師:中村光男(岡村製作所)

岡村製作所のOAがL 、かなる歴史的変遷をへてつくら

れてきたか，従来のMI S との関係， OA化による組織

への影響，組織文化および風土の変化等について多くの

具体例が発表された.さらにOAの概念，将来性，考え

方，社会的影響などについて活発な議論が行なわれた.

物エネルギー毛デル義務

-第 1 回月日 6 月 30 日(水) 18:00-21 :00 

場所:暢小野勝章事務所会議室，参会者 5 名

議題:自由討議，研究部会の進め方

過去において，いろいろなエネルギーモデルが開発さ

れてきたが，過去と現在とで、は;客観情勢が変わってきて

いるので，過去のモデルの要請と現在のモデルの要請は

異ならざるを得ない.しかし現在どのようなエネルギー

問題があるかについて研究不十分であるので，当面は，

関連のある他の部会と連係を保ちつつ，有名なモデルの

研究とか，最近のモデルの成果の紹介などを実施するこ

とにしTこ.

・第 2 回 日時: 7 月 22 日(木) 19:00-21 :00 

場所:紛小野勝章事務所会議室，参会者 7 名

議題:自由討議

現在の日本で抱えているエネルギーに関する諸問題に

ついて自由討議が行なわれたが，適確に問題点を把握す

るにはいたらなかった.したがって，今後あとし 2 回

840 (42) 

はさらに討議の必要があるとの結論に達した.

義務経営コンサルタント義務

・第28回 日時: 7 月 10 日(こと) 14:00-17:00 

場所東京都勤労福祉会館 テーマ「新製品発売の戦略J

発表者:樋爪徹(山之内製薬)

安定成長の時代において企業が生残ってゆくには研究

開発そして，新製品の発売による市場の確保がきわめて

重要になってくる.そこで製薬業界の生態とそこにおけ

るマーケティング，新製品の発売，市場確保のための知

的行動等について，現実に即しての詳細にわたるアナリ

シスとリサーチ等々，相当つっこんだ発表がなされた.

・第29回 日時: 8 月 7 日(土) 14:00-17:00 

場所:東京都勤労福祉会館 テーマ「公益事業の設備計

画の課題(電力を中心として )J 発表者:雨宮幸雄(東京

電力)

人類が選好する実用エネルギー源は次第に電力とソフ

トエネルギーに収散しつつある.そこで主役として重み

を増しつつある電力を経営の立場から，立地，開発，建

設，発送電，給配電，需要機造等を秒・分・時・臼・週

・月・季節・年の各レベル，地区と用途別，他のエネル

ギー源との関係・政策・住民社会関係等のスフェア一等

と未来の展望もふくめて縦横無尽に英知と慈蓄を傾けて

発表された.

番多予測とその周辺課題物

・第26回 今回は，親睦を兼ね，以下のように合宿を行

なった.

日時，場所 7 月 17 日， 18 日，奥多摩，出席者: 7 名

議題(1)カルマンフィルタを用いた電話収入予測

阿部氏(電々公社)

電話収入の時系列 z(t) を自己回帰モデルで表わして，
p 

z(t) =L: ai(t)z(t-�) +即(í)

とし，係数 ai (t) が時刻jによって変化するとする.

X(t) = (adt) , az( t), ..., ap(t))T 

H(t)=(z(tー 1) ， z(t-2) , ..., z(t-ρ)) として，

z(t) =H(t)X(t) +却(t)

X(t十 1)=X(t)+v(t)

この丙式にカルマンフィルタのアルゴリズムを適用し

て議論を展開している.

(2)在庫問題についての数理的研究

守谷先生(神奈川大学)

発注点法における受注残，販売喪失を含む場合の最適

在庫方針の研究

(3)物流シミュレータ i良平氏(BS)
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